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論 文 の 内 容 の 要 旨

古代から人類は,病気の治癒や怪我の治療に,植物から得られる天然の材料あるいはそ

の抽出物を薬剤として使ってきた｡ブラジルに次ぎ世界で2番目に豊かな生物多様性を有

するインドネシアでは,民間伝承薬として多種多様な植物エキスが,"ジャムウ(Jamu)"

と言う名で現在でも受け継がれ,予防薬や治癒薬として愛飲されている｡Jamuの効能に

は抗炎症,高血圧予防,抗菌,抗ウイルスなどがあり,さまざまな生理活性が知られてい

る｡本研究では,インドネシア産薬用植物の,Jamuの効能としては挙げられていない,

抗う蝕(虫歯予防)について検討した｡

虫歯は口腔内細菌Streptococcus属が引き起こす感染症で,食事の欧米化に伴い日本で

も国民の約9割が感染経験のある恒常的な病である｡本菌はGluco$yltransferase(G恥se)

を産生し,歯の表面で砂糖からグルカンを合成する｡このグルカンは他種の細菌によって

乳酸や酢酸などに分解され脱灰(う蝕)を発生する｡本研究では,抗菌作用とGTase阻害

活性の点から,抗う蝕効果のある薬用植物の検索と活性成分の構造特定を行った｡

第1章では,インドネシア産16種の樹木試料および12種の薬用植物のポリフェノール

分析について検討した｡フェノール含有量はフォーリンチオカルト法,フラボノイド含有

量は塩化アルミニウムシフト試薬法およびフラバノール含有量はバニリン塩酸法でそれぞ

れ測定した｡その結呆,ほとんどの試料で高いフェノール含量を有することが分かり,そ

れ等の試料にはフラボノイド類が多く含まれることが明らかとなった｡しかしながら,縮

合型タンニンを検定するバニリン塩酸法による値はほとんどの試料で低く,縮合型タンニ

ン類を含む試料は少ないと判断した｡
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第2章では,インドネシア産植物28種から軸わのα〟ββ∂ム血びβに対する抗菌活性

とグルコシルトランスフエラーゼ(GTase)の阻害活性を検定した｡その結果,伽℃α皿a

ズ∂刀班以血の50%エタノール水抽出物に最も高い抗菌活性が認められた｡しかしながら,

C由℃～皿βズ8月班以血の虫歯菌に対する抗菌効果はこれまでに報告されており,すでに活

性成分も同定されていたため,続いて抗菌活性の高い励仇甲ク∂由良皿a血凸凹由占(Eempas)

の50%エタノール水抽出物を選択した｡また本試料はGTase阻害に関しても高い阻害活性

が認められたので,且皿β血cM由云の50%エタノール水抽出物をう蝕阻害活性成分の対象

試料に定めた｡

第3章では,属:皿はぁα剖鮎元の50%カラムクロマトグラフィーおよび分取HPLCによ

り,成分の分画を行った｡各画分の抗菌活性およびGTase阻害活性を検定したところ,4

つの化合物が対象化合物として絞られた｡これらの1HNMR,13CNMR,COSYHMQC,

ⅢMBCなどの核磁気共鳴装置およびEIMS,TOFMSによる質量分析装置をもとに活性化

合物を同定した｡その結果,(+)･taXifo1inと3つのtaxifo1inラムノース配糖体(neoastilbin,

astilbinとisoastilbin)が特定された｡特にneoastilbinはGTaseに対し強力な阻害活性

を示した｡これらの化合物は低分子ポリフェノールであるにもかかわらずタンニンのよう

な比較的大きなポリフェノール分子と変わらない阻害活性を示したことは,新しい知見で

あった｡またタキシホリン配糖体の立体構造からC2位に結合するB環の立体配置によっ

てGTase阻害活性が影響を受けることから,B環にある水酸基がGTase阻害に大いに貢

献すると考えられた｡

第4章は,ショウガ科植物の C山℃旺Ⅲa血Ⅲeβd由(Ⅸ血nカt)と Cズ8月虎α頭血

(恥mulawak)から得られた抽出物のGTase阻害活性の比較を行った｡ショウガ科の植物は,

Jamuで最もしばしば使用される植物であるので,今後のJamuの有効利用のための基礎

資料の蓄積になると考えた｡

これらのショウガ科の植物抽出物は,Ssobz血zLSのGTaseを活性を抑制していることが

わかり,ショウガ科植物の歯牙プラークを予防する有望な抑制薬剤のための役立つソース

であることを示唆した｡

第5章は,インドネシア産樹木で産業上重要な木材であるカプール(伽ぬ血刀呼gSp.)

心材のG恥se阻害活性について検討した｡50%エタノール水抽出物のポリフェノール分析

の結果,加水分解性タンニンが多く含まれていることが明らかとなった｡またそれらが

~GTase活性を強く阻害する成分であることを明らかにした｡常法に従い,タンニンを分画

したところ活性画分は主にellagitanninsであることが示唆された｡機器分析を用いて活性

物質の構造を検索したところ,bergeninとeschweilenoICが同定された｡これらの化合

物は,緑茶抽出物やクーロン茶集出物に含まれるポリフェノールに比べGTaseを比較的強

く阻害した｡

以上の研究から,インドネシア産樹木および薬用植物には虫歯(う蝕)の予防に関して

潜在的能力のある植物が多く存在することが明らかとなり,それらの生理活性物質の探索

資源としてインドネシア産植物が有効であることが示唆された｡
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審 査 結 果 の 要

虫歯は口腔内細菌Streptococcus属が引き起こす感染症で,食事の欧米化に伴い日本

でも国民の約 9 割が感染経験のある恒常的な病である｡本菌は

Glucosyltransferase(GTase)を産生し,歯の表面で砂糖からグルカンを合成する｡このグ

ルカンは他種の細菌によって乳酸や酢酸などに分解され脱灰(う蝕)を発生する｡本研

究では,抗菌作用とGTase阻害活性の点から,抗う蝕効果のある薬用植物の検索と活性

成分の構造特定を行った｡

第1章では,インドネシア産.16種の樹木試料および12種の薬用植物のポリフェノー

ル分析について検討した｡フェノール含有量はフォーリンチオカルト法,フラボノイド

含有量は塩化アルミニウムシフト試薬法およびフラバノール含有量はバニリン塩酸法で

それぞれ測定した｡その結果,ほとんどの試料で高いフェノール含量を有することが分

かり,それ等の試料にはフラボノイド類が多く含まれることが明らかとなった｡しかし

ながら,縮合型タンニンを検定するバニリン塩酸法による値はほとんどの試料で低く,

縮合型タンニン類を含む試料は少ないと判断した｡

第2章では,インドネシア産植物28種から蜘ねのC亡びβ郎肋uβに対する抗菌活性

とグルコシルトランスフエラーゼ(G恥se)の阻害活性を検定した｡その結果,(九肌几旧週

ズ8月蕗αこ血の50%エタノール水抽出物に最も高い抗菌活性が認められた｡しかしなが

ら,C∴苅和也k肌正犯の虫歯菌に対する抗菌効果はこれまでに報告されており,すでに活

性成分も同定されていたため,次に抗菌活性の高い励α叫〉a朗血皿a血00巳〟由(ケンパス)

の抽出物を選択した｡また本試料はG恥se阻害に関しても高い阻害活性が認められたの

で,且皿a血路已口血豆の50%エタノール水抽出物をう蝕阻害活性成分の対象試料に定めた｡

第3章では,属:皿胤由∝吼鮎元のカラムクロマトグラフィーにより,成分の分画を行っ

た｡各画分の抗菌活性およびG恥se阻害活性を検定したところ,4つの化合物が対象化

合物として絞られた｡これらの機器分析の結果,(+)･taXifolinと3つのtaxifolmラムノ

ース配糖体(neoastilbin,aStilbinとisoastilbin)が特定された｡特にneoastilbinは

GTaseに対し強力な阻害活性を示した｡これらは低分子ポリフェノールであるにもかか

わらず比較的高い阻害活性を示したことは,新しい知見であった｡またそれらのC2位に

結合するB環の立体配置によってGTase阻害活性が影響を受けることから,B環にある

水酸基がG恥se阻害に大いに貢献すると考えられた｡

第 4 章は,シ ョ ウガ科植物の C肌〟皿a 血eぶ出ぬ(Ennyit)と C

ヱaBtbozTiiiza(Tbmulawak)から得られた抽出物のGTase阻害活性の比較を行った｡ショ

ウガ科の植物は,Jamuで最もしばしば使用される植物であるので,今後のJamuの有

効利用のための基礎資料の蓄掛こなると考えた｡これらのショウガ科の植物抽出物は,

且β0ム血ロβのGTaseの活性を抑制していることがわかり,ショウガ科植物の歯牙プラー

クを予防する有望な抑制薬剤のための役立つソースであることを示唆した｡

第5章は,インドネシア産樹木で産業上重要な木材であるカプール(妙a血刀呼βSp.)

心材のG恥se阻害活性について検討した｡50%エタノール水抽出物のポリフェノール分

析の結果,加水分解性タンニンが多く含まれていることが明らかとなった｡またそれら

がGTase活性を強く阻害する成分であることを明らかにした｡常法に従い,タンニンを

分画したところ活性画分は主にe11agitanninsであることが示唆された｡また,bergenin

とeschweilenoICがカブール材からはじめて単離され､緑茶抽出物やウ一口ン茶集出物

に含まれるポリフェノールに比べGTaseを比較的強く阻害した｡

-78-



以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の

学位論文として十分価値あるものと認めた｡
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